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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年11月11日(2010.11.11)

【公表番号】特表2010-509345(P2010-509345A)
【公表日】平成22年3月25日(2010.3.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-012
【出願番号】特願2009-536348(P2009-536348)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月17日(2010.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　神経細胞障害に罹患する動物において神経細胞障害を軽減するための医薬組成物であっ
て、前記障害を軽減するために十分な量の、配列番号：１～１４２から構成される群から
選択されるアミノ酸配列を有するポリペプチドである運動ニューロン栄養因子（ｍｏｔｏ
ｎｅｕｒｏｎｏ　ｔｒｏｐｈｉｃ　ｆａｃｔｏｒ：ＭＮＴＦ）類似体、またはかかるポリ
ペプチドの塩を含む、医薬組成物。
【請求項２】
　前記障害が、脊髄傷害、神経変性疾患、脳虚血、ハンチントン病、パーキンソン病、多
発性硬化症（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｓｃｌｅｒｏｓｉｓ：ＭＳ）、筋萎縮性側索硬化症（ａ
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ｍｙｏｔｒｏｐｈｉｃ　ｌａｔｅｒａｌ　ｓｃｌｅｒｏｓｉｓ：ＡＬＳ）、アルツハイマ
ー病、および糖尿病性神経障害からなる群から選択される、請求項１に記載の医薬組成物
。
【請求項３】
　前記障害が脊髄傷害である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記障害が神経変性疾患である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記障害が脳虚血である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記障害がハンチントン病である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記障害がパーキンソン病である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記障害がＭＳである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記障害がＡＬＳである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記障害がアルツハイマー病である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記障害が糖尿病性神経障害である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記ＭＮＴＦ類似体が、配列番号：１～７から構成される群から選択されるアミノ酸配
列を有するポリペプチドであるか、またはかかるポリペプチドの塩である、請求項１に記
載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記ＭＮＴＦ類似体が、配列番号：１の６～３３個の連続する残基のアミノ酸配列を有
するポリペプチドであるか、またはかかるポリペプチドの塩である、請求項１に記載の医
薬組成物。
【請求項１４】
　前記ポリペプチドが、配列番号：４の少なくとも６個の連続する残基を含むアミノ酸配
列を有する、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記ポリペプチドの前記配列が配列番号：２を含む、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記ポリペプチドの前記配列が配列番号：３を含む、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　前記ポリペプチドの前記配列が配列番号：１～７のうちの１つである、請求項１４に記
載の医薬組成物。
【請求項１８】
　前記ＭＮＴＦ類似体が、配列番号：１～１４２から構成される群から選択されるアミノ
酸配列を有するペプチドの類似体であって、ＭＮＴＦの活性を示す類似体であるか、また
はかかる類似体の塩である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記ＭＮＴＦ類似体が、配列番号：１～７から構成される群から選択されるアミノ酸配
列を有するペプチドの類似体であって、ＭＮＴＦの活性を示す類似体であるか、またはか
かる類似体の塩である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　非経口経路によって前記動物に投与される、請求項１の医薬組成物。
【請求項２１】
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　前記ＭＮＴＦ類似体が、前記動物に静脈内投与される、請求項１の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記ＭＮＴＦ類似体が、配列番号：１の６～３３個の連続する残基のアミノ酸配列を有
するポリペプチドの類似体であるか、またはかかるポリペプチドの塩である、請求項１に
記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記動物が哺乳類である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　前記動物がヒトである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　動物において損傷した神経経路を修復するための医薬組成物であって、前記経路を少な
くとも部分的に修復するために十分な量の、配列番号：１～１４２からなる群から選択さ
れるアミノ酸配列を有するポリペプチドであるＭＮＴＦ類似体、またはかかるポリペプチ
ドの塩を含む、医薬組成物。
【請求項２６】
　損傷した神経経路を有する動物において運動機能を向上させるための医薬組成物であっ
て、前記動物において運動機能を向上させるために十分な量の、配列番号：１～１４２か
らなる群から選択されるアミノ酸配列を有するポリペプチドであるＭＮＴＦ類似体、また
はかかるポリペプチドの塩を含む、医薬組成物。
【請求項２７】
損傷した神経経路を有する動物において神経経路を再生するための医薬組成物であって、
前記動物において前記経路を再生するために十分である量の、配列番号：１～１４２から
なる群から選択されるアミノ酸配列を有するポリペプチドであるＭＮＴＦ類似体、または
かかるポリペプチドの塩を含む、医薬組成物。
【請求項２８】
動物における神経細胞の欠損を軽減するための医薬組成物であって、前記神経細胞の欠損
を軽減するために十分である量の、配列番号：１～１４２からなる群から選択されるアミ
ノ酸配列を有するポリペプチドであるＭＮＴＦ類似体、またはかかるポリペプチドの塩を
含む、医薬組成物。
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